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みかんを
食べよう

ビタミンたっぷりのみかん。
手軽に食べられますので、これからの季節は
風邪予防に重宝します。

・みかんの皮500ｇを千切りにし、お湯に入れ

2分程煮る。

・水にさらして搾る

・鍋に砂糖250ｇを入れて、焦がさないように

煮る。

・水気がなくなればできあがり

そのままでも、天日干しで乾燥させてカリカリに

してもおいしいよ

【千切りの大きさによって食感が変わります

 柔らかいのが好きな方はみじん切りがおすすめ】

みかんの皮で簡単！ 

めっけもん♪ オレンジピール
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食育健康ウォーキング
スタンプラリー 参加者大募集

JA紀の里では「紀の川市食育フェアー」に
毎年参加しています。　
今年は11月11日㈰午前10時30分に貴志川
生涯学習センターを出発し、今回は「食育健康
ウォーキングスタンプラリー」を開催。
≪※約3.2キロ（1時間20分程度）を予定しています。≫
定　員：約30名
参加費：無料
　　　　＊参加者にはミカン1袋をプレゼント＊
申　込：生活相談課（☎77-7808）迄
　　　　締め切り10月31日㈮
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特  集

もっと農業のために、もっと地域と皆さまの暮らしのために、ＪＡ

は貢献したいと考えています。

そのための取り組みが、ＪＡの「自己改革」です。

ＪＡは、「農業所得の増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」

を基本目標に自己改革に挑戦しています。

ＪＡは、これまでも地域の農業を支え、安全安心な農産物を安定

的に消費者の皆さまに提供するとともに、農家の方々だけではな

く、地域のすべての皆さまの暮らしのため、さまざまな事業や活動

に取り組んできました。
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■	農業生産コストの低減と労力軽減

■	渉外体制と購買窓口対応

■	農機・SSの利便性向上と収支改善

■	環境に即した生活資材の提供

■	購買店舗の見直し

・農業者の所得増大に関すること
生産資材では、農業所得増大および農業生産拡大を目指し、価格の引き下

げや低コスト資材の取扱拡大を図るとともに、労力軽減資材の普及に取り組

みます。

生活資材では、暮らしと健康のサポート事業の展開と地場産米・県内産果

汁の普及拡大に取り組みます。

■	マーケットインに基づいた販売戦略
の構築

■	ファーマーズマーケットを核とした
新たな展開

■	営農部との連携による生産者組織
の活性化と共販拡大

■	農産物選果・流通コストの低減と販
売事業を担う人材育成

販売部門では、農産物周年供給産地の強みを活

かした販売戦略の実践、輸出・契約的取引の更なる

拡大、マーケットインに基づいた商品づくり等、マー

ケティング機能の強化に取り組みます。さらにファー

マーズマーケットを核とした直接取引の拡大、機能拡

充による紀の里農業の魅力発信と農産物の消費拡大

を図ります。
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■	優良農地の保全と農業担い手対策の強化

■	マーケットインを基本とする農業生産の拡
大と農業者所得の増大

■	農業経営支援活動の強化
「人・モノ・情報」の交流を通じ、地域活性化
を図る体験交流事業の拡充

・農業生産の拡大に関すること
営農部門では、農業生産基盤の維持・強化を図るため、優良農地の保全と

農業担い手の確保・育成に積極的に取り組みます。また、生産販売組織と一

体となった第６次農業振興計画を着実に実践します。

・地域の活性化に関すること
生活事業については、※くらしの活動の展開により、食と農の大切さを地域住民

に伝えるとともに、ＪＡ活動の情報発信とＪＡへの理解促進に努めます。また、組織

活動の支援と支所協同活動への参画を行い、地域の活性化へ取り組みます。

介護事業については、組合員や地域住民が安心して暮らせるために、助け合

い活動としての高齢者福祉活動を展開します。

■	地域に根ざした協同活動の展開

■	女性組織をはじめとした組織活動への支援の実施

■	地域の高齢者支援のための介護保険事業の展開

■	安心して暮らせる地域づくりと高齢者生活支援の展開

※くらしの活動とは、組合員や地域住民が様 な々ニーズや想いを実現するために行う自主的な取り組みを JA が支援する活動のこと。食育教育・子育て支援・

高齢者生活支援・環境保全・市民農園や田舎暮らし等。
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支所だより
News from branch offices

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

８月２５日、第２５回ふれあいまつりを開催しました。
当日は天候にも恵まれ、朝９時から１７時迄に、約１，

５００名の方にご来場いただきました。
オープニングセレモニーの後、かがやき部会の「和
太鼓」や、「スコップ三味線」・「銭太鼓」の披露。恒例の
ビンゴゲームでは豪華商品をゲットしようとする参加
者で会場があふれました。
特設会場では、鳥獣害の駆除を想定した部会等の
組織対抗コルク銃大会を行い、的を狙い、競技者も来
場者も一喜一憂し大いに盛り上がりました。参加して
くださいました皆さん、ありがとうございました。

会場は大盛り上がり桃 山
支 所

打田支所では、管内トップを切って新米の集荷が9
月13日から始まりました。
今年は、台風の影響も心配されますが天候に左右

されながらも、組合員さんが丹精を込めて作られたも
のであり、この時期だからこそ味わえる新米の美味し
さは格別です。
この号が発行される頃には、購買でも新米の供給
が始まっています。
定評のあるキヌヒカリ、最近人気のべっぴんさん、

きぬむすめ、管内産の新米をご賞味ください。

３０年度産新米集荷開始打 田
支 所

農産物直売所めっけもん広場は、8月31
日、「野菜の日」のイベントとして野菜の詰め
放題を行いました。
地場産玉ねぎを中心に、北海道産のじゃが
いも、人参をワゴンに山積みし、２００円での
詰め放題は大人気で人参２００㎏、じゃがい
も・玉ねぎ各１００㎏ずつ売り上げました。
また、9月1日は「防災の日」で、米飯やレト
ルトカレー、缶詰などの保存食コーナーを設
け、豚汁のふるまいでにぎわいを見せました。

旬のイベント盛り沢山！
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ふれあいまつり大盛況那 賀
支 所

貴志川支所では、地域の皆さんの健康づくりを応援
する場所として「健康体感館」を今夏オープンしました。
組合員・地域の皆さんの高齢化による生活習慣の
乱れや、足腰の痛み、体調の優れないさまざまな症状
を緩和。いつまでもお元気で過ごしていただけること
を目指した取り組みとなっています。
生体電子を採用した新型医療機器と低周波治療を
中心とし、いろんな健康体感を紹介し、多くの方に喜
びの声をいただきました。

（9月末で終了しています。10月中旬からは桃山支所にて開催の予定です。）

健康体感館 オープン貴志川
支 所

岩出支所では、新米の集荷が９月１４日から始まりま
した。
新米は、柔らかくて粘りのある食感、白くてツヤがあ

り、甘い香りがあるのが特徴です。
台風や猛暑、天候に左右されながらも組合員さん

が丹精を込めて作られたもので、この時期ならではの
新米の美味しさは格別です。
１０月に入ると直売所での販売が始まります。ぜひ、
地元で作られた美味しい新米を食卓でご賞味下さい。

新米の集荷スタート！岩 出
支 所

粉河支所では、9月6日から4日間にわたって秋肥
の直送一括引取りが行われました。
72名の一括引取り注文があり、桃のお礼肥、柿桃
の元肥、みかんの秋肥など約5000袋の引取りがあ
りました。
肥料の一括引取りで予約注文していただくと、通
常の予約価格よりもさらに安く購入できることがで
きます。
皆さんもぜひご利用ください。

粉 河
支 所 秋肥の直送一括引取り

８月２５日、東部流通センターにおいて第２５回ふれ
あいまつりを開催しました。
今年は、台風の影響で開催が懸念されましたが、多

くの方の協力をいただき無事開催させていただくこ
とが出来ました。
名手保育園児によるお遊戯を皮切りに、実行組合に

よる子ども餅つき体験、演芸大会等多くのイベントで
大盛り上がり。
今後も、組合員・組織が主催であるふれあいまつり

を、より充実した催しになるよう、役職員一同取り組ん
でいきます。
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ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ

●
播
種
時
期 

11
月
中
～
下
旬　

●
種
子
量 

２
ℓ
／
10
ａ 

種
子
は
更
新
す
る
。

●
播
種
間
隔 

畝
幅
140
～
150
㎝
×
株
間
15
～

20
㎝
の
１
粒
撒
き
（
ま
た
は
株
間
35
～
40

㎝
、
１
穴
２
～
３
粒
撒
き
も
良
い
）

●
施
肥
（
10
ａ
当
た
り
）

・
土
壌
改
良
剤

堆
肥
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2000
㎏

苦
土
入
り
セ
ル
カ
２
号
……
…
…
…
…
100
㎏

Ｂ
Ｍ
リ
ン
ス
タ
ー
……
…
…
…
…
…
…
20
㎏

・
元
肥

紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
……
…
…
…
…
80
㎏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青
ネ
ギ

●
育
苗
管
理

10
月
播
き
は
抽
台
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
播
種
時
期
は
11
月
上
～
中
旬
播
き
が
よ

い
。
秋
蒔
き
の
育
苗
（
８
月
下
～
９
月
中
播

き
）
で
は
、
定
植
時
期
に
な
り
ま
す
。

●
定
植

定
植
苗
の
大
き
さ
は
、
草
丈
20
㎝
ぐ
ら
い

の
健
苗
と
し
、
１
穴
当
た
り
の
植
え
付
け
本

数
は
７
～
８
本
を
直
立
植
え
と
し
て
く
だ
さ

い
。
定
植
圃
場
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、

１
～
２
日
前
に
十
分
か
ん
水
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

・
灰
色
か
び
病

ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
2000
倍

１
日
前
／
２
回

・
べ
と
病

フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル
ド
……
…
…
…
…
…
1000
倍

14
日
前
／
３
回

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
2000
倍

３
日
前
／
４
回

１
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
展
着
剤
と
し
て
ス

カ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
管
理
（
葉
か
き
）

マ
ル
チ
前
の
葉
か
き
は
極
力
控
え
、
蕾
が

目
で
確
認
で
き
て
か
ら
１
～
２
枚
程
度
と
し

て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

花
芽
分
化
６
～
７
（
芯
葉
を
か
き
分
け
花

芽
を
目
で
確
認
で
き
た
時
）
に
穴
肥
と
し
て

紀
の
里
１
号
配
合
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
40
～
60

㎏
／
10
ａ
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

有
機
化
成
を
５
～
10
㎏
／
ａ
を
施
用
し
、
そ

の
後
生
育
状
態
に
よ
り
適
時
、
ト
ミ
ー
液
肥

ブ
ラ
ッ
ク
500
倍
を
か
ん
水
か
ね
て
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
定
植
時
期

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

●
定
植
苗
の
条
件

育
苗
日
数
は
50
日
前
後
、
苗
の
大
き
さ
は

茎
の
直
径
が
５
㎜
程
度
の
中
苗
で
定
植
し
て

く
だ
さ
い
。

●
本
田
施
用
（
10
ａ
当
た
り
）

・
土
壌
改
良
剤

苦
土
入
り
セ
ル
カ
２
号
……
…
…
…
…
100
㎏

Ｂ
Ｍ
リ
ン
ス
タ
ー
……
…
…
…
…
…
…
40
㎏

・
元
肥

燐
加
安
44
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
60
㎏

●
除
草
剤

定
植
活
着
後
、
雑
草
発
生
前
の
土
壌
が

湿
っ
て
い
る
状
態
の
と
き
に
、
コ
ン
ボ
ラ
ル

粒
剤
６
㎏
／
10
ａ
を
全
面
土
壌
散
布
す
る

か
、
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
乳
剤
400
㏄
又
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
ー
Ｐ
乳
剤
100
㏄
を
水
100
ℓ
に
溶
か

し
全
面
土
壌
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除
（
育
苗
床
）

・
ベ
ト
病
、
灰
色
か
び
病

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
2000
倍

・
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ラ
ン
ネ
ー
ト
45
Ｄ
Ｆ
……
…
…
…
…
…
1000
倍

●
定
植
時

・
灰
色
腐
敗
病
、
黒
腐
菌
核
病

セ
イ
ビ
ア
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
20
……
…
…
500
倍

（
定
植
直
前
５
分
間
苗
根
部
浸
漬
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
ご

●
病
害
虫
防
除

ハ
ウ
ス
被
覆
後
の
う
ど
ん
こ
病
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
表

JA紀の里ホームページ▶農業▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
http://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

野
　
菜

昨
今
の
秋
冬
野
菜
、
特
に
ウ
ス
イ
エ
ン
ド

ウ
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
て
雨
が
降
る
こ
と

か
ら
湿
害
に
よ
る
生
育
障
害
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
定
植
場
所
が
周
り
よ
り
低
く
な
ら
な

い
よ
う
、
畝
の
形
状
を
高
く
成
形
し
た
後
、

定
植
や
播
種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
マ
ル
チ
被

覆
の
場
合
は
土
壌
水
分
が
適
湿
な
畝
に
被
覆

し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

玉
　
葱

●
追
肥

本
葉
が
２
～
３
枚
の
時
に
、
紀
の
里
六
宝

最新の農作業情報は
ホームページからもご覧になれます

表 1. いちご防除薬剤

病害虫名 薬剤名 倍　数 収穫前日数／回数 備　考

うどんこ病

トリフミン水和剤 3000 １／５ ＥＢＩ剤
スコア顆粒水和剤 2000 １／３
アフェットフロアブル 2000 １／３
プロパティフロアブル 3000 １／３

アブラムシ類
モスピラン顆粒水溶剤 2000 １／２ 蜜蜂１日
モベントフロアブル 2000 １／３ 蜜蜂１日
ウララＤＦ 2000 １／２ 蜜蜂１日

ヨトウムシ
プレバソンフロアブル５ 2000 １／２ 蜜蜂１日
アファーム乳剤 2000 １／２ 蜜蜂３日
ディアナＳＣ 2500 １／２ 蜜蜂３日

ダニ類

マイトコーネフロアブル 1000 １／２ 蜜蜂１日
モベントフロアブル 2000 １／３ 蜜蜂１日

ダブルフェースフロアブル 2000 １／１ 蜜蜂１日
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・
軟
腐
病

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
……
…
…
…
…
…
500
倍

21
日
前
／
１
回

ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
…
2000
倍

７
日
前
／
３
回

・
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
５
……
…
…
2000
倍

３
日
前
／
３
回

※
セ
ル
苗
で
は
定
植
前
100
倍
の
か
ん
注
処
理

も
良
い
。

ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ
……
…
…
…
1000
倍

14
日
前
／
２
回

ハ
チ
ハ
チ
乳
剤
……
…
…
…
…
…
…
…
1000
倍

７
日
前
／
２
回

プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
…
1000
倍

３
日
前
／
４
回

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

定
植
後
、
10
～
15
日
を
目
処
に
１
回
目
の

追
肥
と
し
て
紀
の
里
化
成
403
を
10
ａ
当
た
り

80
㎏
施
用
、
ま
た
、
２
回
目
の
追
肥
は
定
植

後
20
～
25
日
を
目
処
に
紀
の
里
化
成
403
を
10

ａ
当
た
り
60
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
植
後
、
コ
ナ
ガ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発

生
、
ま
た
降
雨
が
続
け
ば
黒
腐
れ
細
菌
病
・

軟
腐
病
等
の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
適
期

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
表
２
を
参

照
）

柑
　
橘

極
早
生
み
か
ん
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
先
月
の
台
風
被
害
が
出
て
お
り
ま
す

が
、
も
う
一
頑
張
り
し
て
高
品
質
果
生
産
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
樹
上
選
果

７
月
に
荒
摘
果
、
８
月
以
降
は
仕
上
げ
摘

果
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
、
収

穫
・
選
果
を
考
え
見
直
し
摘
果
、
樹
上
選
果

を
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
果
す
る
果
実
は
、
上
向
き
の
大
き
い
果

実
、
ス
ソ
な
り
・
懐
の
小
玉
果
、
緑
の
薄
い

果
実
、
病
害
虫
被
害
果
、
キ
ズ
果
、
日
焼
け

果
な
ど
で
す
。
ま
た
、
ス
ソ
な
り
の
成
り
込

ん
だ
枝
の
実
は
比
較
的
品
質
の
い
い
果
実
が

生
産
さ
れ
ま
す
が
、
日
照
不
足
に
な
り
や
す

い
た
め
枝
つ
り
を
行
い
果
実
に
日
が
当
た
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

温
州
み
か
ん

●
み
か
ん
収
穫
前
の
薬
剤
防
除

腐
敗
果
防
止
の
た
め
に
収
穫
前
に
、
ネ
オ

エ
ス
テ
リ
ン
5000
倍
加
用
の
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25

の
2000
倍
と
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
2000
倍
、
ま

た
は
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
4000
倍
を
混
用
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
穫

極
早
生
み
か
ん
か
ら
収
穫
は
始
ま
り
ま
す

が
、
軸
長
や
ハ
サ
ミ
に
よ
る
傷
に
よ
っ
て
腐

敗
が
発
生
し
ま
す
の
で
収
穫
時
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
晩
柑

●
枝
つ
り

果
実
肥
大
と
果
汁
の
蓄
積
に
伴
い
、
枝
が

折
れ
た
り
日
照
条
件
が
悪
く
な
っ
て
き
ま

す
。
枝
つ
り
を
行
い
、
結
果
枝
や
側
枝
の
枝

折
れ
を
防
止
し
、
着
色
と
品
質
の
向
上
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

●
夏
秋
枝
の
切
除
処
理

樹
勢
の
旺
盛
な
樹
、
結
実
量
が
少
な
い
樹
で

は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
新
梢
が
発
生
し
ま
す
。

夏
秋
枝
を
切
除
処
理
す
る
こ
と
で
、
緑
化

の
た
め
の
養
分
の
浪
費
が
抑
え
ら
れ
、
果
実

肥
大
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
翌
春
の
春
芽
の

発
生
が
よ
く
な
り
ま
す
。
幼
木
で
樹
冠
拡
大

に
利
用
す
る
場
合
や
、
次
年
度
の
結
果
母
枝

と
し
て
利
用
す
る
場
合
以
外
は
切
除
し
ま

し
ょ
う
。
処
理
時
期
は
今
月
中
旬
を
目
処
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

温
州
み
か
ん
・
中
晩
柑

●
秋
肥
の
施
用

秋
肥
を
施
用
し
樹
の
養
分
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
連
年
結
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
施
用
時

期
、
施
用
肥
料
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

●
元
肥
の
施
用

今
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
落
葉
果
樹
類

の
元
肥
の
施
用
時
期
と
な
り
ま
す
。
元
肥
は

樹
勢
の
回
復
、
花
芽
の
充
実
、
翌
年
の
初
期

生
育
に
必
要
な
貯
蔵
養
分
を
蓄
積
す
る
た
め

の
重
要
な
肥
料
で
す
。

施
肥
時
期
が
遅
れ
る
と
、
施
用
し
た
肥
料

が
吸
収
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
遅
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
樹
勢
が

弱
い
樹
に
つ
い
て
は
基
準
よ
り
や
や
早
め
に

施
用
し
ま
し
ょ
う
。
施
用
量
や
時
期
に
つ
い

て
は
、
落
葉
果
樹 

表
２
に
記
載
し
て
あ
る

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
適
期
収
穫

着
色
・
荷
受
け
基
準
を
厳
守
し
、
取
り
遅

表 2. 白菜・キャベツ・ブロッコリー防除

病害虫名 薬剤名 倍数
収穫前日数／回数

キャベツ ハクサイ ブロッコリ－

ヨトウムシ
コナガ

プレバソンフロアブル５ 2000 1／3 1／3 1／3
コテツフロアブル 2000 1／2 1／2 3／2
アクセルフロアブル 1000 1／3 1／3 1／2
アファーム乳剤 2000 1／3 7／3 3／3
トルネードエースＤＦ 2000 7／2 7／2 14／2
ディアナＳＣ 2500 1／2 1／2 1／2

軟腐病・黒腐病
キノンドーフロアブル 1000 14／3 30／5 登録なし
スターナ水和剤 1000 7／3 7／3 2000倍14／2
バリダシン液剤５ 800 7／5 500倍3／3 登録なし

菌核病
シグナムＷＤＧ 1500 7／2 7／3 14／1
アフェットフロアブル 2000 1／3 1／3 1／3

表 1.

10 月中旬
極早生温州（秋肥）

10月下旬
早生温州（秋肥）

11月上中旬
普通温州（秋肥）

みかん
河　北 紀の里 3号配合…………… 160kg

河　南 紀の里 3号配合…………… 140kg

八　朔 紀の里 2号配合
140kg

不知火・清見・はるみ 紀の里 2号配合
80kg

防除
防除時期 対象病害虫 薬剤名 倍 数 使用基準

10月上旬
カメムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 1／ 3チャノキイロアザミウマ
黒点病 ナティーボフロアブル 1500倍 1／ 3
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
管
内
一
斉
全
園
地
調
査

10
～
11
月
に
管
内
の
全
園
地
調
査
を
行

い
、
そ
れ
を
基
に
今
年
度
の
収
穫
・
入
庫
計

画
を
作
成
し
ま
す
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収

穫
は
外
観
か
ら
判
断
で
き
な
い
の
で
、
果
実

品
質
の
調
査
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
収
穫
後
か
ら

低
温
貯
蔵
庫
で
長
期
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
、

貯
蔵
病
害
の
防
除
に
ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン
5000
倍

に
ロ
ブ
ラ
ー
ル
水
和
剤 

1500
倍
を
加
用
し
て

必
ず
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

花

例
年
、
10
月
初
旬
に
は
最
低
気
温
が
15
℃

を
下
回
り
、
日
照
時
間
も
短
く
な
り
ま
す
。

加
温
や
ビ
ニ
ー
ル
の
張
替
え
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
土
壌
が
乾
き
に
く
く
な

る
の
で
多
量
な
か
ん
水
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ト
ッ
ク

生
育
が
進
ん
で
く
る
と
茎
が
曲
が
ら
な
い

よ
う
、
適
時
に
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
の
引
き
上

げ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
害
虫
の

発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
シ
ン
ク

イ
ム
シ
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
菌
核
病
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
な
が
ら
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
シ
ン
ク
イ
ム
シ

ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
……
…
…
…
…
…
…
1000
倍

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
……
…
…
2000
倍

・
ア
ブ
ラ
ム
シ

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
……
…
…
…
2000
倍

ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
2000
倍

れ
な
い
よ
う
計
画
的
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
収

穫
や
運
搬
の
際
、
果
実
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
、
果
梗
の
長
い
果
実
は
２
度
き
り
を

行
い
、
収
穫
籠
に
は
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
果
実

に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
濡
れ
た
果
実
は
黒
変
果
の
原
因
と

な
る
の
で
、
扇
風
機
な
ど
で
十
分
乾
か
し
て

か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃●
土
づ
く
り

土
づ
く
り
は
土
壌
状
態
を
改
善
し
、
根
が

育
つ
環
境
を
作
る
た
め
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

10
ａ
当
た
り
の
基
準
は
、
完
熟
堆
肥
１
～
２

ｔ
（
完
熟
堆
肥
の
施
用
が
で
き
な
い
園
で
は
、

ア
ヅ
ミ
ン
80
㎏
）
、
セ
ル
カ
又
は
苦
土
セ
ル
カ

２
号 

120
㎏
、
土
壌
分
析
結
果
で
苦
土
が
少
な

い
園
地
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
グ 

60
㎏
で
す
。

ま
た
、
次
年
度
の
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策
に

ボ
ル
ド
ー
液
の
散
布
を
行
い
、
越
冬
病
原
菌

の
密
度
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
散
布
は
落
葉

初
期
と
落
葉
中
期
に
、
展
着
剤
ア
ビ
オ
ン
Ｅ 

1000
倍
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
412
の
30
倍
を
加
用
し

て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
菌
核
病

ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
2000
倍

フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤
……
…
2000
倍

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

葉
ぼ
た
ん

葉
か
き
は
晴
天
の
日
に
行
い
、
切
り
口
を

乾
燥
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
害
虫
の

食
害
跡
や
摘
葉
傷
よ
り
黒
腐
病
が
侵
入
し
や

す
い
の
で
、
葉
か
き
後
は
防
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

古
葉
を
圃
場
近
く
に
放
置
す
る
と
、
べ
と

病
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
圃
場
外

へ
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
べ
と
病

リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ
……
…
…
…
1000
倍

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
…
2000
倍

・
黒
腐
病

バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
……
…
…
…
…
…
800
倍

ス
タ
ー
ナ
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
…
1000
倍

キ
ノ
ン
ド
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
…
800
倍

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

葉
の
黄
化
が
進
み
刈
込
み
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
黄
化
の
進
む
具
合
を
み
て
順
次
刈

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
２
回
目

の
秋
肥
時
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
紀
の
里
５

号
ペ
レ
ッ
ト
を
40
㎏
／
10
ａ
施
肥
し
て
く
だ

さ
い
。

落葉果樹 表 2. 品目別施肥例

品 目 使用時期 肥料名 施用量
（10a）

柿（礼肥）
中谷早生・刀根早生 収穫直後

千代田化成549 40kg
普通平核無・富有柿 10月中旬

柿（元肥）
中谷早生・刀根早生 10月下旬

紀の里７号ペレット 120kg
普通平核無・富有柿 11月上旬

キウイフルーツ（元肥） 10月中下旬 紀の里2号配合 160kg
いちじく（礼肥） 10月下旬 千代田化成549 40kg
梨（元肥） 10月下旬 紀の里1号配合 140kg
スモモ（元肥） 10月上中旬 紀の里1号配合 120kg

桃（元肥）
早生種 10月中旬

（砂地園11月上旬） 紀の里1号配合 140kg

中晩生種 10月中旬
（砂地園11月中旬） 紀の里1号配合 160kg

ブドウ
（大粒）

有核
10月中下旬 紀の里1号配合

80kg
無核 120kg

落葉果樹 表 1. 品目別防除例

品 目 時 期 対象病害虫 薬剤名 倍 数 収穫前日数
／回数

桃
落葉初期 （展着剤）

せん孔細菌病
アビオンＥ
ICボルドー 412

1000 倍
30倍

－／－
－／－

落葉中期 （展着剤）
せん孔細菌病

アビオンＥ
ICボルドー 412

1000 倍
30倍

－／－
－／－

キウイフルーツ
10月上旬 カメムシ類

果実軟腐病
スタークル顆粒水溶剤
トップジンＭ水和剤

2000倍
1000倍

1／ 3
1／ 5

収穫前 貯蔵病害
（灰色かび病） ロブラール水和剤 1500倍 1／ 4
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Topics News

生活部より ─「家の光図書」今月の一冊を紹介
かけるだけ、あえるだけ 醤の本 手作りがおいしい16種 著・ワタナベマキ

豆板醤やコチュジャンなど、世の中にはいろいろな種類の醤がありますが、著者の
ワタナベマキさんは、醤をおかずと定義しています。醤というと、中華や韓国料理の

印象が強いですが、本書では醤をおかずと捉え、和風、洋風など珍しい味つけのものもご紹介していま
す。著者が作る醤はナッツやスパイス、香味野菜をたっぷり使った「食べる醤」。手づくりの醤があれば、
ご飯や焼いた肉、魚にのせたり、野菜や麺などに和えるだけで、いつもとはひと味違う料理があっという
間に完成します。趣向を凝らした全16種の醤をオールカラーにてご紹介します。

※ご注文は、JA紀の里各支所・事業所の購買窓口までお申込みください。

生
活

今年も「男の体験講座磨き塾」が開校しました！
今年は８月から２月まで、燻製、苔玉、魚料理など計６回の講座と、１１月には視察研修を行う予定となっ

ており、１８名の男性の方が参加しています。
第１回目は「燻製作り」で、家庭にある中華なべを使用し、卵やベーコン、ししゃもに手羽先、チーズなど

さまざまな食材の燻製作りに挑戦しました。
チップの量や火加減に奮闘しながらもプロ

並みの燻製に仕上げる事ができ、参加者達は
大満足でした。

又９月１１日には第２回目の「苔玉作り」で、
初めての皆さんも、とても器用に作る事が出
来ました。あまりに簡単に仕上がったので、次
は家でも挑戦するそうです。

次回はステンドグラスに挑戦です！

購
買

ドローンによる水稲農薬散布実演会を開催
新技術で省力農業に繋げる

９月３日、ドローンによる農薬散
布実演会を管内の圃場２ヶ所で開
催し、組合員・職員４０名を超える参
加者がありました。

通常の動力散布機を使用した場
合、約５時間かかる１ｈａの散布作
業をドローンでは１０分程度で完了でき、省力化につながる事から、本年か
ら試験散布にはいりました。

実演後に参加者から、操作方法や費用などについての質問が
次々と飛び出し、関心の高さがうかがえました。

ドローンの利用を進めるためには、少なくとも同一品種の水稲
50ａ程度がまとまって作付けられていることが望ましく、県下的に
はドローン散布が進んでいないのが現状です。

今後、共同防除の推進や条件設定などクリアすべき課題が多
いが、農薬散布での労力負担を大幅に軽減できるよう研究して
いきます。

 JAカレンダー

10月

13 土 ・体験農業
・あぐりキッズスクール

20 土 ・ふれあいまつり（岩出）

28 日 ・税務・年金無料相談会
・渉外休日相談提案活動

30 火 ・理事会

11月

3 日 ・ふれあいまつり（貴志川）
・めっけもん広場18周年祭

4 月 ・めっけもん広場18周年祭
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めっけもん広場だより 
10月27日・28日（土・日）は、いわて花巻のひとめぼれ新米祭りです。米どころの新米をぜひご賞

味下さい。
また、11月は、めっけもん広場18周年を迎えます。
日頃の感謝を込めて、各種イベントを2週にわたり催しますので、ぜひご来店いただき皆さんでお

楽しみ下さい。
11月3日（土・祝）・4日（日）　18周年祭
11月10日（土）・11日（日）　18周年記念イベント

OINACITY だより
10月17日（水）…毎月17日は「O

お い な

INAの日」で、野菜などの詰め放題を開催。
また、10月20日（土）21日（日）は新米祭りです！

皆さんお誘いあわせの上、ぜひご来店ください。 ©よい食P

販
売

お
知
ら
せ

第29回和歌山県ＪＡ大会≪記念講演≫
作
家浅田次郎氏
「幕末という時代」

平成30年11月28日（水）13:30～
和歌山県民文化会館大ホール

参加無料　300 名様（抽選により決定）

◆代表作「鉄道員（ぽっぽや）「壬生義士伝」「蒼穹の昴」「プリズンホテル」等

≪≪お申込み方法≫≫
　 ①郵便番号②住所③氏名④電話番号を明記のうえ、「講演会参加希望」と記入して、はがき又は
　　Ｅメールで下記あてにお申込み下さい。電話によるお申込み受け付けはいたしません。 
　　11月14日（水）必着
　 １回の申込みで２名様まで参加可能です。参加者全員の氏名をご記入下さい。
　 当選者の発表は、招待状の発送をもってかえさせていただきます。
≪≪お問合せ・申込み先(事務局)≫≫
　和歌山県農業協同組合中央会 総合企画部
　〒640－8331　和歌山市美園町五丁目1番地の1　和歌山県ＪＡビル10階
　☎073－488－5515　　 sougoukikaku＠cyu.jawink.ne.jp

ViVigirlも大興奮！ケータリング出展で紀の里フルーツをPR
8月2 9日、京セラドーム大 阪において関 西コレクション2 018 

AUTUMN＆WINTERが開催されました。
バックヤード内の出演者専用食堂では販売部担当者が紀の里産の

果実や野菜を使用したサラダ、カットフルーツカップ、フルーツゼリー、
ジュース、ジェラートを提供し好評を頂きました。また、新しい試みとし
て、ドライフルーツをインテリアをとして活用するハーバリウムを製作、
配布を行い果物のＰＲを行いました。

なお、当日の様子はモデルニュース総合サイト「ネットViVi」にて紹介
されています！

ＳＮＳをご利用の方はこの記事を友人、知人への紹介、拡散にご協力
お願い致します。
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Topics News ［トピックスニュース］

〜平成30年度特別企画〜 JA紀の里支所独自キャンペーン
金融部門では平成30年度特別企画といたしまして、「支所独自キャンペーン」を随時実施していきます。

各支所が一丸となってアイデアを出し合い考えた、地域に密着したキャンペーンとなっております。
是非この機会にご利用ください。
※キャンペーンの詳細については各支所金融窓口までお問合せください。

平成30年10月1日（月）
　～平成30年12月28日（金）

桃山支所

「おいしいギフトキャンペーン」
購買ギフトカード１枚または
フルリールお食事券プレゼント

チラシ作成中...
Coming Soon

平成30年11月5日㈪
～平成30年12月21日㈮のうち

4期間で実施

那賀支所

「新規お取引で クオカードや
地場産農作物プレゼント」

平成30年10月1日（月）
　～平成30年12月14日（金）

貴志川支所

「新規お取引でサンタクロースが
おもちゃを自宅にお届けします」

平成30年9月3日（月）
　～平成31年3月29日（金）

粉河支所

定期積金満期金を原資として定貯金
を新規に取組んでいただける方に
購買ギフトカードをプレゼント

平成30年10月１日（月）
　～平成30年12月28日（金）

岩出支所

定期貯金新規契約３０万円毎に、
ＯＩＮＡＣＩＴＹ・根来さくらの里で

ご利用できる、新米や旬の果物との
引換券（１㌔相当分）を１枚プレゼント！

平成30年11月１日（木）
　～平成30年12月28日（金）

打田支所

めっけもん引換券付
定期貯金・定期積金

「つながりめっけキャンペーン」

※①～③の全てを満たす者 女性や後継者も、もちろん加入できます。
※農業者年金に加入すると国民年金の付加年金に加入する必要があります。 

農業者年金ご存知ですか？

詳細な内容のお問合せ・加入申込・ご相談は、最寄りのＪＡまたは農業委員会へ 

金
融

お
知
ら
せ
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Topics News ［トピックスニュース］

営
農

介護センターだより
ミニデイサービス｢憩いの場｣開催

　お待たせしました。今年もミニデイサービス｢憩いの場｣が打田（１１月８日）・粉河（１１月予定）・貴
志川（１１月予定）の順に開催します。（那賀は台風のため延期・桃山は１０月４日に開催済み）
健康体操や脳トレ、手芸等　あすなろ会の会員と共に楽しみませんか？
　また、介護センターではヘルパーを募集中です。介護職員初任者研修修了者またはヘルパー２級
以上の資格をお持ちの方で地域密着型の介護に興味のある方はいらっしゃいませんか？
お問い合わせは　紀の里介護センター ☎０７３６-７７-７０２２ まで

桃せん孔細菌病の撲滅対策に取り組んでいます！！
JA紀の里桃部会では、９月１３日(木)に「桃せん孔細菌病撲滅プロジェクト会」の発足に向けての役員会

を開催しました。
せん孔細菌病は、年数をかけて菌の密度を減らす地道な取り組みが、必要となります。
そこで、将来にわたり産地を守っていく為に「せん孔細菌病」の撲滅に向け、生産者と関係機関が協力

し、撲滅対策に取り組むことを確認しました。
平成30年産の発生原因は、昨年の秋期（９～１０月）に襲来した台風と長雨により落葉痕から感染があ

り、今年の3月から春型枝病斑（スプリングキャンカー）が多く見られ、その後の強風雨によって葉や果実へ
感染が拡大し、生産量の減少につながりました。

重点対策としては、
①秋春のボルドーや４月のマイシン剤の散布の徹底。
②自然の防風地への植栽と防風樹や防風ネットの設置。
③枯れ枝除去に対応した、剪定方法の検討。
④樹勢維持のための施肥の実施

などが考えられ、今後の取り組みについて、部会から働きかけていきます。

施肥改善に向け、一斉土壌分析を行いました
今年も営農指導課では、営農経済渉外・肥料メーカー

にご協力を頂き、8月28日～8月31日の4日間で果樹
966点、野菜101点、花き1点、水稲2点、その他39点
の総数1,109点の土壌分析を行いました。

分析結果は「処方箋」として各戸に配布致します。
処方箋は「レーダーチャート」としてグラフで表示してい

ます。きれいな6角形を目指して、適正施肥に努めましょう。
「分析結果」で、園地の土壌状態を知り、「これからの対
策」で今後の対策と施肥内容を確認してください。

詳しい内容については、営農指導員にお尋ね下さい。

光石　
灰
苦
　
土
カ
　
リ
リ
ン
酸

ち
っ
素

酸
　
素
水 光石　

灰
苦
　
土
カ
　
リ

ち酸　
素
水

【ドベネックの桶】
植物の成長を水を満たした木桶に例えます。一枚の板を一つの栄

養素と考えて、どれか一つの栄養素でも足りないと、植物は一番足り
ない栄養素の分までしか生育しないとされています。

土づくり さてあなたの診断結果は、いかがだったでしょうか?

ＪＡ紀の里青年部 上田清之さん『青年の主張』で優勝し、和歌山県代表に！

８月２９日に開催された平成３０年度ＪＡ和歌山県青年大会において、
紀の里青年部から粉河支部の上田清之さんが『青年の主張』で見事優勝
し和歌山県代表に選ばれました。

題名は　～地域で生きる農家をめざして～
就農して11年で地域貢献が大切だという思いで、27もの役職を経

験されています。青年部の地域貢献活動としての「ほんの少しのお手伝
い」が耕作放棄や離農を防ぐ手助けとなり、若手農家が元気に輝ける地
域では魅力も一層高まるといった内容で、地域と農家が関わる課題も多
い事について堂々とした発表でした。

来年１月22日には近畿地区の青年大会が和歌山市で開催され、県代表として出場されます。
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ヤマイモ
 〜食べ方いろいろ、滋養強壮食材〜 

野菜ソムリエ上級プロ
KAORUの

イラスト：小林裕美子

15



くらしの広場
Living Square

栗
、本
当
に
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
大

好
き
で
が
、最
近
は
、猪
と
取
り
合
い
で

す
。ほ
と
ん
ど
負
け
て
し
ま
っ
て
あ
ん
ま

り
食
べ
れ
ま
せ
ん
。	

（
井
上
さ
ん
）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
頭
を
使
っ
て
、

昔
む
か
し
を
読
ん
で
そ
ん
な
事
が
あ
っ
た

ん
だ
と
…
…
。

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	

（
阪
口
さ
ん
）

９
月
号
の
特
集
で
納
豆
の
記
事
を
見
ま

し
た
が
、実
は
私
も
和
歌
山
県
人
で
め
ず

ら
し
く
納
豆
を
食
べ
始
て
40
年
余
り
。お

か
げ
で
体
調
も
良
く
元
気
に
生
活
し
て

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
体
に
良
い
特
集
待
っ

て
ま
す
!!	

（
田
村
さ
ん
）

〝
つ
れ
も
て
い
こ
〜
よ
〟い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。９
月
号
の
筏
下
り
で
す

が
、昔
は
木
材
の
運
搬
に
利
用
し
て
い
た

と
き
い
て
い
ま
す
が
今
は
一
度
下
る
と
そ

の
後
ど
う
し
ま
す
か
？
教
え
て
下
さ
い
。

	

（
中
澤
さ
ん
）

お便り
　紹介

ほっとひと息

答えは、ハガキに　1. 答え　2. 住所　3. 氏名　4. 電話番号　5. ご
意見・ご要望をご記入の上、（〒 649-6494）紀の川市上野 12 番地 5 
JA 紀の里総合企画部クロスワードパズル係までお送りください。

抽選で５名の方にＪＡ紀の里特産の加工品をプレゼントします。
	 （10 月２０日消印まで有効）

加工品
プレゼント

● 8 月号の当選者は次の方々です。
西垣さん　大畑さん　西前さん　加納さん　小坂さん　おめでとうございます★

クロスワードパズル 頭 の 体 操

二重マスの文字を A 〜 E の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

1 アフリカの川や池にすむ動
物。体も口も大きい

2 そろそろスタッドレス○○○
に交換しようかな

3 まるで取り付く○○もない様
子だったよ

4 ○○○栽培はオーガニック
農法とも呼ばれます

5 鳥籠の中に取り付ける棒

7 火事に備えて設置する物

9 音はこれで聞き取ります

11 落語を客に聞かせる職業

13 頭をひねって絞り出します

15 徳川将軍家は三つ葉葵（あ
おい）

17 机のこと。ライティング○○
○

19 道が十字に交差している所

21 漢字では羊の歯と書く植物

1 武士が腰に差す物

3 パリやベルリン、バンコク、
北京など

6 8は2の4○○です

7 英語ではゼブラ。草食動物で
す

8 月が出ていなくて真っ暗です

10 タンスなどに加工する軽い木
材

12 家族やごく近しい人のこと

14 遠くて近きは男女の○○

16 モミジとも呼ばれる木

18 10月は神無月、11月は○○
○○

20 ネタやシャリなどから作りま
す

22 このぶんしょうにはつかわれ
ていません

23 ヒトコブ○○○やフタコブ○
○○は砂漠で使われる動物

前号の解答

出題／ニコリ

ABCDE
「クリヒロイ」

何が当たるかナ!?

？

筏
は
下
流
で
一
度
解
体
さ
れ
、ワ
イ

ヤ
ー
に
て
道
路
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
道

路
輸
送
で
上
流
ま
で
運
ば
れ
て
、再
び

組
み
立
て
て
川
に
戻
さ
れ
ま
す
。
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〇農業経営の維持安定に必要な資金、農業施設の復旧に必要な資金として
　ご利用いただけます。

◯お 使 い み ち 農業経営の維持安定に
必要な資金

農業施設の復旧に
必要な資金

◯ご 融 資 金 額 ２００万円以内 ３５０万円以内

◯ご 融 資 期 間 ５年以内
（うち据置期間２年以内）

７年以内
（うち据置期間２年以内）

◯ご 融 資 利 率 無利子

◯ご 返 済 方 法 元金均等返済（返済日毎年２月２０日）

◯担 保・保 証 原則として和歌山県農業信用基金協会の保証を付保。
（担保、連帯保証人が必要となる場合もございます。）

◯保 証 料 率 JAバンクが負担いたします。

◯申込受付期間 平成３０年１２月２８日まで
※お申込みに際しては審査がございます。審査の結果によっては、お申込みをお断りする場合がございます。

詳しくはＪＡ窓口または渉外担当者までお問い合わせください。

平成30年台風20・21号 被災農業者向け融資制度
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読者の広場
Reader's Square

大
き
い
公
園
の

な
が
い
す
べ
り
台
で

あ
そ
び
た
い
な
～

プ
ラ
レ
ー
ル
を
組
立
て
た
り
、パ
ズ
ル

な
ど
の
遊
び
が
好
き
な
侑
真
く
ん
。

ほ
と
ん
ど
人
見
知
り
を
し
な
い
の
で
、

お
家
に
誰
か
来
て
く
れ
た
時
は
喜
ん
で

自
分
か
ら
話
を
し
に
い
き
ま
す
。

好
き
な
ブ
ド
ウ
を
独
り
占
め
せ
ず
、み

ん
な
に
分
け
て
あ
げ
る
優
し
い
性
格
の

反
面
、何
事
も
自
分
で
や
ら
な
い
と
気

が
済
ま
な
い
と
い
う
頑
固
な
一
面
も
。

最
近
、数
字
や
文
字
の
形
に
興
味
が

出
て
き
て
、「
字
を
書
い
て
」
と
言
っ
て

は
、一
緒
に
紙
に
字
を
書
い
た
り
し
て
い

ま
す
。

お
友
達
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、人
の
気

持
ち
の
わ
か
る
思
い
や
り
の
あ
る
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
、ご
両
親
の
願
い
で
す
。

サークル大正琴
打田支所管内

サークル
米田 トミ子さん（７３才）

貴志川支所管内

私の趣味

土橋 康弘さん 知子さんの

長男 侑
ゆ う

真
ま

くん（３才）

那賀支所管内

マイアイドル

最
初
は
お
友
達
か
ら
誘
わ
れ
、貴

志
川
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
練
習
を
は
じ
め
、徐
々
に
１
つ

の
歌
に
完
成
し
て
い
く
一
体
感
に
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、第
21
回
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち

２
０
０
６
合
唱
の
祭
典
に
参
加
し
た

こ
と
。

ま
た
、２
年
に
１
度
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
向
け
、練
習
の
成
果
を
み
な
さ

ん
の
前
で
発
揮
で
き
る
よ
う
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

声
に
強
弱
を
つ
け
た
り
歌
詞
を

覚
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、う
ま

く
歌
え
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

貴
志
川
コ
ー
ラ
ス
で
は
メ
ン
バ
ー

を
募
集
中
。

毎
週
土
曜
19
時
30
分
～
貴
志
川

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
の
で
、歌
が
好
き
な
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
の
創
設
は
、平
成

２
年
。約
28
年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

琴
で
想
像
さ
れ
る
音
色
と
は
一

線
を
画
し
、流
れ
る
よ
う
な
そ
れ
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
例
え
ら
れ
、自
由

自
在
。レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、演
歌
が
中

心
で
す
が
、ど
ん
な
曲
に
も
対
応
可

能
な
の
が
、大
正
琴
の
魅
力
で
す
。

活
発
な
活
動
は
、世
界
を
又
に
か

け
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
南
米
ま
で
10

カ
国
以
上
へ
の
演
奏
旅
行
も
実
施

さ
れ
、現
地
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

は
、な
に
よ
り
の
思
い
出
で
す
。

「
週
に
一
度
の
練
習
は
常
に
和
や

か
で
、初
心
者
か
ら
楽
し
め
る
の
も

大
正
琴
の
魅
力
の
一
つ
」と
は
、創
設

か
ら
指
導
い
た
だ
く
美び

琴き
ん

峰ほ
う

先
生
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
一
度

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

18



ＪＡ紀の里 税務（相続）＆年金
無料相談会のご案内！

税務（相続）・年金などについてご不明な事はございませんか…？
税理士・社会保険労務士・司法書士を招き、お一人おひとりの
ご相談に丁寧にお応えします。税務（相続）・年金に関する相談
などお気軽にご相談ください。

税務（相続） 年　　金

平成30年10月28日（日）
平成30年11月25日（日）

平成30年11月11日（日）
場　所：ＪＡ紀の里 岩出支所
時　間：１２：００～１５：００　　

＊ご予約優先とさせていただきます。
＊ご予約・お問い合せは各支所窓口・金融渉外担当者まで
　お問い合せください。

●開催日程● ※年金相談は奇数月の第4日曜日のみ開催となります。（○印）
平成30年
10月 11月 12月

平成31年
1月 2月 3月

7日 11日 2日 27日 3日 10日
28日 25日 9日 24日 24日

休日渉外訪問活動のご案内
渉外担当者が休日に訪問させていただき、共済の請求漏れはないかの
確認や、各種相談に対応させていただく活動を行っています。

次回訪問は
10月28日（日）です！！

例えば…
貯金・学資金の準備・住宅の新築、リフォーム・車の購入
住宅ローン金利見直し・老後の年金・相続・建物の保障
生命共済（保険）の加入内容について等
※わからないこと、困ったことは各支所渉外担当者・各支所
窓口までお気軽にお問い合せください。

○
○ ○

雪

月

花

百
日
紅
人
生
百
を
目
指
す
か
な

粉
河
支
所
管
内
　
　
長
田
啓
子

白
南
風
に
砂
埃
た
つ
被
災
の
地

粉
河
支
所
管
内
　
　
畠
山 

伊
左
子

虫
の
声
一
と
日
ね
ぎ
ら
ふ
仕
舞
風
呂

打
田
支
所
管
内
　
　
阿
波
秀
子

出
始
め
の
稲
穂
す
っ
く
と
矢
の
ご
と
し

打
田
支
所
管
内
　
　
宮
本
悦
子

聴
く
丈
は
聞
き
は
き
捨
て
る
葡
萄
の
皮

打
田
支
所
管
内
　
　
山
中 

た
つ
お

大
西
日
路
上
に
坐
り
パ
レ
ー
ド
待
つ

打
田
支
所
管
内
　
　
ゆ

う

こ

知
恵
の
輪
の
す
る
り
と
抜
け
て
涼
新
た

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
宇
恵
孝
子

島
国
を
流
す
が
如
く
出
水
か
な

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
大
浦
道
子

遠
峰
へ
点
と
な
り
行
く
鳶
一
羽

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
亀
井 

美
惠
子

茄
子

ぐ
や
妣
の
躾
の
よ
み
返
へ
り

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
前

廣

紀の川市ピンクリボンキャンペーンの活動
医聖華岡青洲先生生誕の地で、世界で初め

て全身麻酔を用いた乳がん摘出手術を行った
地でもある紀の川市は、乳がん検診に積極的に
取り組んでいます。

自分とその周りの大切な人のために、また安
心を得るために月に１回は自己触診をし、年に１
回は検診を受けて健康で楽しい生活を過ごしま
しょう。

～平成３０年度１０月以降の乳がん集団検診日程～
＊無料・要予約＊　

対象：４０歳以上の女性市民（今年度末の年齢）
日程：平成３０年１１月２０日㈫～２２日㈭
場所：紀の川市民体育館
【お問い合わせ先】紀の川市健康推進課

☎77-0829（直通）
http://www.city.kinokawa.lg.jp/kenko/2014-0602-2008-41.html

台風被害緊急対策会議開催
ＪＡ紀の里では台風２１号の被害を受け、９月

上旬と中旬に行政等関係機関を招集し、農家支
援緊急対策会議を開き、農家支援緊急対応に
ついて協議を開始。管内の被害状況を説明し、
各機関からも県内の状況等報告を受けました。

強風により枝折れや倒伏した果樹の改植事
業の緊急受付けや被災したパイプハウスのビ
ニールや骨材の回収処理の方法など、緊急性
の高い、より効果的な農家支援策の創設による
農家経営再建に向け取り組むことを確認。
「今回の台風で組合員の生産意欲が低下し

ない様に、過去にとらわれない、大胆な対策を
お願いしたい」と常勤役員が関係機関に要望し
ました。
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昔むかし
むかし

紀の川市上野12番地5　TEL 0736-77-7801
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ず
っ
と
ず
っ
と
、む
か
し
の
話
よ
。

ひ
と
り
の
旅
の
ぼ
う
さ
ん
が
、山

里
の
村
を
歩
い
て
お
ら
れ
た
そ
う

な
。ち
ょ
う
ど
村
は
祭
り
で
の
。山

の
ふ
も
と
の
、の
ぼ
り
が
立
っ
て
い

る
お
社
の
ほ
う
か
ら
、た
い
こ
や
、

ふ
え
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
ん
じ
ゃ
。

ぼ
う
さ
ん
は
、た
い
こ
や
ふ
え
の

音
に
、な
ん
と
な
く
、う
き
う
き
し

た
気
分
で
歩
い
て
お
ら
れ
た
が
の
、

ふ
っ
と
、足
を
と
め
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
。

そ
こ
は
、も
う
村
は
ず
れ
じ
ゃ
っ

た
が
、ひ
と
り
の
女
の
人
が
、そ
う

じ
ゃ
、夕
ご
は
ん
の
し
た
く
じ
ゃ
ろ
、

小
川
の
ふ
ち
で
菜
を
あ
ろ
う
と
っ
た

ん
じ
ゃ
。ぼ
う
さ
ん
は
、そ
れ
を
ご

ら
ん
に
な
る
と
の
、笑
顔
を
向
け
て
、

「
き
ょ
う
は
、お
祭
り
か
の
。い
い

夕
や
け
で

─
。こ
の
ぶ
ん
な
ら
、

あ
す
も
き
っ
と
い
い
天
気
で
ご
ざ

ろ
う
の
。」

と
、話
し
か
け
ら
れ
た
そ
う
な
。

女
の
人
は
、ふ
り
か
え
っ
て
、ぼ
う

さ
ん
の
す
が
た
を
じ
ろ
っ
と
見
た
ん

じ
ゃ
。ぼ
う
さ
ん
は
の
、つ
づ
け
て
、

「
ど
う
じ
ゃ
な
。そ
の
菜
を
少
し

わ
け
て
も
ら
え
ん
か
の
。そ
ろ
そ
ろ

ど
こ
か
で
、夕
食
の
し
た
く
を
し
た

い
の
じ
ゃ
が
。」

と
、お
っ
し
ゃ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、女
の
人
は
、ど
こ
と

の
う
う
す
よ
ご
れ
た
ぼ
う
さ
ん
の

す
が
た
を
見
て
、こ
ん
な
ぼ
う
さ
ん

に
せ
っ
か
く
あ
ろ
う
た
菜
を
わ
け

る
の
が
惜
し
い
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。そ

こ
で
、女
の
人
は
の
、

「
ぼ
う
さ
ん
、え
ろ
う
残
念
で
す
が

な
、こ
の
菜
は
毒
を
も
っ
と
り
ま
し
て

な
。食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
な
。」

と
、こ
と
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
。

ぼ
う
さ
ん
は
、そ
れ
で
も
、気
げ

ん
を
わ
る
う
せ
ん
と
の
、や
っ
ぱ
り

笑
顔
で
、

「
そ
う
か
な
、毒
が
あ
っ
て
は
食

べ
る
こ
と
は
で
き
ん
の
。ど
れ
ど
れ
、

お
手
間
と
ら
し
た
。」

と
、ま
た
、日
ぐ
れ
の
道
を
と
こ

と
こ
歩
い
て
い
か
れ
た
そ
う
な
。

さ
て
、こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら

の
。こ
の
村
の
秋
祭
り
に
野
菜
を
食

べ
た
も
の
は
、た
ち
ど
こ
ろ
に
腹
い

た
を
お
こ
し
、こ
ろ
げ
ま
わ
っ
て
苦

し
ん
だ
そ
う
な
。そ
こ
で
、村
の
人

は
何
人
か
集
ま
る
と
、

「
菜
を
食
べ
た
ら 

、ば
ち
が
あ
た

る
ぞ
。」

「
き
っ
と
、ぼ
う
さ
ん
に
菜
を
惜

し
ん
だ
の
で
、仏
さ
ん
の
ば
ち
が
あ

た
っ
た
ん
じ
ゃ
。」

と
さ
さ
や
き
合
っ
た
と
い
う
こ
と

じ
ゃ
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、こ
の
あ

た
り
で
は
、祭
り
の
日
だ
け
は
、野

菜
を
食
べ
ん
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

だ
か
ら
、だ
れ
い
う
と
の
う
、こ
の

あ
た
り
の
祭
り
を「
菜
食
わ
ず
の
祭

り
」と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
な
。

『
近
畿
地
方
の
お
は
な
し
』よ
り

近畿地方のお話

菜食わずの祭り


